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世界の中で見ても低い
日本の家事･育児の
男性参画度合い
日本の男性の週全体平均1日あたりの家事･育児関連

時間は67分(女性は461分）と各国と比べて特に家事

時間が短く、84.5%が家事を、69.1%が育児を行って

いない。介護･看護を理由とした離職転職者数10万

人のうち8割が女性。

社会構造の変化による
男性の家事・育児参画の必
要性がますます高まっている
■例えば

･介護･看護を必要とする人口の増加､

  現役世代の人口減少

･育児と介護のダブルケアを行っている8割が、

  30～40歳代

・増え続ける共働き世帯と核家族世帯

良いとこ尽くしの男性参画！
○夫婦で過ごす時間の増加や満足度向上､子どもに

　対する好影響

○男性の職業生活における段取り力､コミュニケー

　ション力、マネジメント力の向上､多様な価値観の

　醸成等､キャリア形成への寄与

○男性の地域における新たなネットワークの構築

○家事・育児等の軽減によるさらなる女性活躍の推進

○企業における､多様な人材増加による業績への好

　影響､管理職による業務効率化､生産性向上の実感

○少子化対策につながる男性の家事･育児時間伸長

　による第2子以降の出生増

男性の家事・育児があたりまえの時代がやってきた。
皆さんのまわりはいかがですか？
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総務省が行った「平成23年社会生活基本

調査」の結果では6歳未満の子どもを持つ

夫の週全体平均1日あたりの家事・育児等

関連時間は67分、平成27年12月に閣議決

定された「第4次男女共同参画基本計画」

では、この時間を平成32年（2020年）まで

に150分という数値目標が掲げられてい

ます。

そのような中、男性の家事参加、なかでも

料理への参加を応援しようというのが

「“おとう飯”始めようキャンペーン」です。

キャンペーン開始にあたっては、飲食店

での調理経験が豊富なよしもとクリエイ

ティブ・エージェ

ンシー所属のお

笑いコンビ、イシ

バシハザマの石

橋尊久さんが「お

とう飯大使」に任

命されました。

平成29年6月30日(金)7月1日(土)に開催さ

れた「第12回食育全国大会inおかやま」の

中で、おとう飯大使･石橋さんが、鶏もも肉

の旨煮など「おとう飯」料理を披露、来場し

ていた男性にも作っていただきました。

また、来場していた女性に試食をお願い

すると、その美味しさに感激。

まさに、男女を問わず料理に対するハー

ドルを下げる機会となりました。

今後も家事･育児等への参加促進、なかで

も料理への参加を後押しするために「料

理教室」や「レシピコンテスト」などの開催

で「おとう飯」を活用しましょう。
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ワーク・ライフ・
バランスとは？
仕事をほどほどにして、早く帰ることではありませ
ん。また、仕事か生活か、天秤にのせてどちらか
を取る事でもありません。いかに効率よく成果の
でる仕事をし、いかに短時間で生産性を高める
かが鍵です。そのために、個人は腕を磨き、組織
は仕組み作りをしなければなりません。

なぜワーク・ライフ・
バランスが必要なのか
若い人の間には、仕事と生活の両方を重視する
人が増えています。男性が組織の中心だというこ
れまでのやり方も通じなくなってきています。
更に、今後益々高齢化が進み、男女ともに介護人
口が増え、45歳から急増する介護離職者が企業
にとっては大きな痛手となっていくでしょう。
そのため今、これまでの働き方への意識を変え
ていく必要があるのです。

ワーク・ライフ・バランス
実現のために
育児休業制度や介護休業制度、短時間勤務制度、
有給休暇取得の促進、ノー残業デーの設定など、
仕組みを作るだけでは機能しません。

実現のためには、意識改革が必要！

女性に学ぶべし
時間に制約のある女性がいる職場は、男性の業
務効率も上がっていくことがわかっています。
（順次処理の男性脳と並列処理できる女性脳）　

『正味業務を増やし集中』し、『付帯業務の効率化』
をはかり、『ムダの排除』が重要
ムダを減らすためには、「やめる」「簡素化する」
「やり方を変える」「会議を変える」ことが必要です。
手書き文化や対面文化など、仕事のやり方も昔
と全く変わっていません。ITを活用して、効率を上
げましょう。

正当な評価をする
仕事が効率よくできる人には更に仕事が集まり、
それが続くと結果倒れることになります。それは
会社にとって大きな損失です。遅くまで残ってい
るだけで評価の対象とされることは間違ってい
ます。

ワーク・ライフ・バランスとは、
福利厚生策ではありません。
これからの時代、組織も個人
も生産性を高め仕事名人に！

プロフィール

中山 正人
1980年　神戸大学経済学部卒業。
大手化学繊維メーカーの人事・労
務部門で勤務後、上場企業の経営
企画・人事担当執行役員として、経
営戦略立案と実行管理、人事ビジ
ョンと制度の再構築、事業開発、企
業買収、米国ベンチャーとの提携、
買収した会社の経営（取締役）など
に従事し、ビジネス界で四半世紀
を過ごしました。その後、私立大学
のキャリア教育およびキャリア支
援責任者を経て、Office G&Cを設
立し今日に至っています。

また、高校のPTAは校
区の狭い小中学校と
は違い、地域が広い
ことでしがらみもな
くとても楽しいです。

女性は家庭
からの目線
で我が子の学校環境を考え、男性
は社会からの目線で感情的になら
ずに広い視野で冷静に判断されま
す。PTAには、そのどちらも大切だ
と思います。年齢層の広い会員さ
んからは得るものも多く、様々な経
験は非常に良い勉強になりました。

PTAは子育てという共同
作業に男女関係なく、親
と先生が協力して関われ
る、唯一の機関です。
今後、PTA会長をされる
チャンスのある皆さんには、
是非経験して欲しいです！

会長をされていかがでしたか？
登壇して見る子どもたちの顔は、会長じ
ゃなければ経験できない景色だよ…と
言われて引き受けました。
先生や部活の話など、子どもと共有でき
る範囲が広がり、我が子との関係にもプ
ラスとなりました。
時には子どもの友達からの相談事を解
決に導くことも。

女性ならではと思うことは？
お母さん方との立ち話や雑談の中にこそ、

学校への意見や提案が読み取れ
ます。そのような雑談力は女
性同士ならではでしょう。
また、PTA役員の家庭環境
に目を配ることができる
のも、女性ならではだと思
います。
純粋に子どものため
に尽力するのであっ
て、「会長」という肩
書きには全く興味
ありません。

女性にとっては大変なことも
女性だけで話をすると、まとまらない事も
多々ありました。
そういう時、男性役員さんからのフォローが
有り難く、尊敬することも多かったです。

男性役員さんからひとこと　
一生懸命努力をしている人を応援しなければい
けないし、盛り上げなければならない！
という使命感でした。性別は関係ありません。　
　元山口県立南陽工業高等学校　
　PTA副会長　　水津　淳志さん

時には理由があって役員を辞めていただくよ
うな辛い役回りもあり、そして、最後には決断
し、責任をとる覚悟が必要でした。

それでもやって良かった
と思えること
学校（校長先生や教頭先生、PTA
担当の先生、事務所）との折衝
などで組織とはどういうも
のか、よくわかりました。
PTAはそのような社会の
仕組みをごく普通の母親
でも経験できる貴重な
場所だと思います。

近年「女性が輝く社会を」と叫ばれながら、国会内の女性議員数や企業の女性重役の割合など、まだ
まだ国際社会の流れに追いつけないでいる日本です。ただ、身近なところで頑張っている女性も数多
くいます。今回は、高等学校のPTA（Parent Teacher Association）という組織で、子どもたちのために
尽力されている、あるいはされていた女性PTA会長さん3名に話を聞きました。

●出席者
藤井美保子さん（53） 
 元 山口県立熊毛北高等学校PTA会長
 元 山口県公立高等学校PTA連合会　副会長
 現 　　　　　　　〃　　　　　　　実行委員
 看護師　子：男（32）・男（31）・女（27）・女（20）

河村聡子さん（52）　
 現 山口県立徳山商工高等学校PTA会長
 現 山口県公立高等学校PTA連合会　副会長
 自営業　子：男（23）・男（20）・男（18）・男（16）

藤井美里さん（47） 
 元 山口県立佐波高等学校/防府高等学校佐波分校PTA会長
 元 山口県公立高等学校PTA連合会　常任委員
 元 山口県立南陽工業高等学校PTA会長
 保育所補助員　子：男（23）・男（21)・男（19)

   総数 男性 女性 女 性の比率
周南市ＰＴＡ連合会（公立小・中学校）  41 40 1  2.44 
山口県ＰＴＡ連合会（公立小・中学校）  439 428 11  2.51 
山口県公立高等学校ＰＴＡ連合会  73 59 14  19.18 
山口県私立中学高等学校ＰＴＡ連合会  21 19 2  9.52 
県内合計  574 546 28  4.88 
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藤井美保子さん（53） 
 元 山口県立熊毛北高等学校PTA会長
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 現 　　　　　　　〃　　　　　　　実行委員
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   総数 男性 女性 女 性の比率
周南市ＰＴＡ連合会（公立小・中学校）  41 40 1  2.44 
山口県ＰＴＡ連合会（公立小・中学校）  439 428 11  2.51 
山口県公立高等学校ＰＴＡ連合会  73 59 14  19.18 
山口県私立中学高等学校ＰＴＡ連合会  21 19 2  9.52 
県内合計  574 546 28  4.88 
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Ｑ 入社のきっかけは？

上の子の出産までは介護職をしていまし

たが、下の子が３歳になるまでの９年間

は専業主婦をしていました。そろそろ仕事

をと、探していた時に我社の求人広告を

目にしました。面接の際、会長の話に感動

したことが大きなきっかけです。しかも会

長の理念に沿った就業条件は働きやすく

理想的でした。

Ｑ現在の業務・勤務の仕方は　

入社当初は、病院のシーツ交換（ナースエ

イド）に従事していました。２年半位前か

ら少しずつ事務所で現場の管理業務に移

行してきました。不安や葛藤もありながら

現場を経験した自分だからこそ、より働き

やすい職場の環境づくりができるのでは

という思いで仕事に向き合っています。　

Ｑ子育てと仕事の両立について　　

午前8時30分～午後4時30分の週休2日

で働いています。正直、働き始めたころ

は、「大丈夫かな」と、子どもの変化を心

配していました。しかし、仕事に取り組

み始めると、夫の応援（精神的なもの）

や母の言葉に背中を押され、力を抜いて

向き合えるようになり、子ども達も家事を

してくれるまでになりました。

今では子どもの話を聞くだけではなく、仕

事のことも話したり、教えたり、「同志」と思

えることも。専業主婦のままなら、子ども

達だけ未来に向かっていくのに、置いてき

ぼりになっていたかもしれませんが、仕事

をすることで、自分も対等に生活ができて

います。

専業主婦の時は、「○○ちゃんのママ」と

言われていたのが、今は、「相本さん！」と

名前で呼ばれます。当たり前のことですが、

その充実感がとても自分をいきいきとさ

せてくれます。

Ｑ女性の立場に立った働き方について

サマンサジャパンで従事するうえで自慢

できる事は、その働きやすさです。女性が

働きやすい環境が整っています。従業員

同士の連携などで、就業スケジュールの

調整がとりやすいです。これは、私のよう

な子育て中の兼業主婦にはとてもありが

たい環境です。

しかも「清掃」という仕事はさらに良い環

境を作っていると思います。

現場でスタッフが「サマンサらしさ」を出

せるよう、女性らしい気配りや細やかさが

活かせます。お掃除して終わりではなく、

お客様とのコミュニケーションも大切で

「ありがとう」がストレートに感じられると

うれしくて、また頑張れます。仕事にやりが

いを持てる職場が自然に生まれています。

サマンサジャパンが、女性にとってだけで

なく、人として成長させてくれる企業であ

ることを実感し感謝しています。　　

取材を終えて　　
相本さんが部屋に入った途端、冬の曇り空が一転。
太陽とヒマワリがセットで登場したかと思うくらいに
部屋が一瞬で明るくなりました。お話を聞くまでもな
く、輝いたその表情から生活＝生き方が「充実してい
ます！」ということが伝わりました。女性の活躍に明る
い未来が見えたようでした。（M）

人の意識や習慣を変えるのって難しいですね。推進員の働きは小さいものです
が、９名の推進員が、いろいろなところに出向き、いろいろな方法で、幅広い世代
の方たちに「男女共同参画」の大切さをアピールしています。たとえば・・・

58事業所（平成30年1月現在）
に参加いただいています。

平成28年12月11日のイクボス宣言から一

年が経過しました。各企業が様々な取り組

みをしています。

部下が子育てをはじめとする生活と仕事の両立ができるように配慮。
育児休暇取得や短時間勤務でも業務を計画的に進め業務効率を上げ、
専務自らも仕事と生活を充実させている管理職＝イクボスである。

□イクボスを始めるきっかけと導入してからの変化
　●従業員７名だった４年前に、会社で初めて２名の女性従業員が
　　同時に産前・産後休暇と育児休暇を取得することになり、体制づくりに取り組んだ。
　　   （それまでの女性従業員は、結婚や出産を機に退職してきた。）

　●２名の男性配偶者の「短時間勤務」「子の看護休暇取得」に取り組む。
　●平成29年5月に経理業務担当の女性従業員の「育児休暇取得」

□オンラインクラウドシステム導入
　休暇前後や休暇中はもとより、子育ての時期まで見据えて、経理業務の改善を図る。
　改善点：①業務内容の見直しとスリム化
 ②休暇取得前後のスムーズな引継ぎ（代替要員の雇用）
 ③残業ゼロ
インターネット環境下なら、社外での業務も可能なことから、多様な働き方や仕事と
子育て等が両立できる環境づくりに活かせる。
現在、従業員８名で新規採用者が集まらない中、女性従業員が社内で培ってきた経
験やスキルを活かすために制度を整えている。代替要員を雇用しても、引継ぎがスム
ーズにできたり、短時間勤務で仕事も生活も両立できるよう今後も限られた人数で
小さい事業所ながらも、継続して男女共に働きやすい職場環境を目指している。
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